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WORDPRESS講座 
マニュアル③
サイト公開前作業 

＆ 
ちょっと応用編

１　Googleアナリティクスの設置 
２　自動バックアップの仕組み作り 
３　検索エンジンの掲載を許可する 
４　ウィジェットの設定とサイドバナー 
５　バックアップを復元する 
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１　GOOGLEアナリティクスの設置①
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ホームページの改善にはアクセス解析が欠かせません。 
公開前に必ずグーグルアナリティクスを設置しましょう。 
プラグインのAnalytics Cat ‒ Google Analytics Made Easyを使って連携します。

１｜ 
Googleの「マーケティング 
プラットフォーム」にアクセス 
https://marketingplatform.google.com/intl/ja/about/analytics/ 

サイト内の、 
無料で利用するをクリックし、 
グーグルのアカウントでログイン 
（アカウントが無ければ 
「アカウントを作成」）

２｜ 
「無料で設定」をクリック

３｜ 
アカウント名を入力 
（自分の名前や会社名にすること 
が多い）

４｜ 
データ共有設定のチェックは 
そのままでも構わないので 
「次へ」をクリック

５｜ 
「プロパティ名」に自分のサイト 
の名前を入れて、タイムゾーンと 
通貨は日本を選択し、 
「詳細オプションを表示」を 
クリック

https://marketingplatform.google.com/intl/ja/about/analytics/
https://marketingplatform.google.com/intl/ja/about/analytics/
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１　GOOGLEアナリティクスの設置②
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６｜ 
右上のスイッチをクリックし、 
ウェブサイトのURLを入力 
「次へ」をクリックする

８｜ 
ウェブストリームの詳細は左上の 
「☓」をクリックして閉じる

７｜ 
ビジネス情報をAnalyticsを使う 
目的を選択し「作成」をクリック 
（何を選んでも測定に影響はない 
ので適当で大丈夫）

９｜ 
プロパティ列の「▼」をクリック

１０｜ 
「サイト名（UA-〇〇〇〇）」 
を選択 
※UAで始まっているコードが 
書いているものを選ぶ
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１　GOOGLEアナリティクスの設置③
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１４｜ 
先程コピーしたUAではじまる 
IDを「GoogleAnalyticsID」に 
貼り付けて「Save」をクリック

こちらそのままにしておくことでWordPressに自分がログインしているとき
のアクセスがAnalyticsの数字にカウントされなくなる

１３｜ 
「設定」→ 
「Google Analytics Manager」 
をクリック

ここをコピー

１１｜ 
「プロパティ設定」をクリック 

１２｜ 
UA-〇〇〇〇のコードをコピーして 
WordPressの画面に戻る 
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２　自動バックアップの仕組み作り①
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ホームページのバックアップは必ず取りましょう。どれだけ時間をかけて 
作ったサイトやコンテンツでも、操作ミス・不慮の事故であっという間に 
消えてしまいます。ここではUpdraftPlusというプラグインと 
ドロップボックスを連携して自動でバックアップを取る仕組みを作ります。 

１｜ 
「設定」→ 
「UpdraftPlus Backups」 
をクリック

２｜ 
タブの中の「設定」 
をクリック 

※ドロップボックスのアカウントを持っていない方は、 
この作業の前に下記よりアカウントを作成してください。 
https://www.dropbox.com/ja/help/8402

https://www.dropbox.com/ja/help/8402
https://www.dropbox.com/ja/help/8402
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２　自動バックアップの仕組み作り②
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３｜ 
保存先を選択のDropBoxをクリック

４｜ 
ドロップボックスで認証の文章をクリック
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２　自動バックアップの仕組み作り③
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５｜ 
ドロップボックスの 
メールアドレスとパスワードを 
入力してログインをクリック

６｜ 
「許可」をクリック

７｜ 
「CompleteSetup」をクリック

８｜ 
WordPressに戻ってきたら、 
もう一度タブの中の「設定」を 
クリック
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２　自動バックアップの仕組み作り④
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９｜ 
「ファイルバックアップスケジュール」と 
「データベースバックアップスケジュール」の両方のスケジュールを設定 
※設定例　「２週間ごと」　バックアップ保持：「４」と設定すると 
２週間に１回バックアップが取られ、４つファイルがたまった時点で 
一番古いバックアップファイルが削除される。 
おすすめは、最低２ヶ月は遡れるようにしておくこと

１０｜ 
画面最下部の「変更を保存」をクリック
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３　検索エンジンの掲載を許可する
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最後に、絶対に忘れてはいけない作業です。 
この設定を忘れると、いくら検索してもサイトが出てこないという 
恐ろしい事態になります。

１｜ 
「設定」→「表示設定」の中の 
検索エンジンでの表示のチェックを外し「変更を保存」をクリック



４  ウィジェットの設定とサイドバナー①
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ウィジェットという機能で、サイドに画像ボタンやFacebookページの 
タイムラインを配置したりできます。是非、使い方を覚えましょう。

１｜ 
「外観」→「ウィジェット」 
をクリック



４  ウィジェットの設定とサイドバナー②
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２｜ 
利用できるウィジェットから「画像」を探して、 
サイドバー（共通・上）にドラッグ＆ドロップ 

３｜ 
画像ウィジェット内の、 
「画像を追加」をクリック
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４  ウィジェットの設定とサイドバナー③
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４｜ 
追加する画像を選択、または「ファイルをアップロード」から追加して 
「ウィジェットに追加」をクリック 

５｜ 
タイトルは空欄でOKです 
「リンク先」には画像をクリック 
したときに開きたいページのURLを 
入力し最後に「保存」をクリック
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４  ウィジェットの設定とサイドバナー⑤
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バナー画像を表示するためのHTML 
<a href="画像をクリックした時に開くページのURL"><img src=“画像の 
URL" alt="検索エンジンへの画像の説明"></a> 
例 
<a href="http://wordpress-koza.com/diary"><img src=“http://wordpress- 
koza.com/wp-content/uploads/2020/01/blogbn.png” alt="ブログ"></a>

◎サイドにHTMLを埋め込みたいときは「カスタムHTML」という 
ウィジェットを使う。FacebookページやTwitterのタイムライン、 
アフリエイトリンク、広告などをサイドに埋め込みたいときも 
「カスタムHTML」ウィジェットを使う 

「カスタムHTML」という 
ウィジェットを追加して 
HTMLを入力する
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http://wordpress-
http://wordpress-


４  ウィジェットの設定とサイドバナー⑥
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◎「カスタムHTML」ウィジェットで、 
下記のようなFacebookのタイムラインを埋め込む方法

１｜ 
Facebookのページプラグインにアクセス 
https://developers.facebook.com/docs/plugins/page-plugin
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https://developers.facebook.com/docs/plugins/page-plugin
https://developers.facebook.com/docs/plugins/page-plugin


４  ウィジェットの設定とサイドバナー⑦
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２｜ 
FacebookページのURLを入力

３｜ 
「コードを取得」をクリック

４｜ 
「IFrame」をクリックして、出てきたコードをコピーする
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４ ウィジェットの設定とサイドバナー⑧
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５｜ 
WordPressのウィジェットの画面に 
戻り、「テキスト」ウィジェットの 
中にコピーしたコードを貼り付ける。 
このときエラーが出たら 
「allowTransparency」の「T」を 
小文字の「t」に修正する。 

※サイズ調整について 
コードの中に、width=340 height=500 
と書かれている箇所が２箇所あります。 
このwidthは幅、heightは高さを 
それぞれ表しているので、 
数値を書き換えることで、 
サイズ調整ができます。 

Facebookのタイムラインが表示される
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６｜ 
エラーが解消されたら「保存」を 
クリックする
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５　バックアップを復元する①
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１０｜ 
画面最下部の「変更を保存」をクリック

１｜ 
「設定」→ 
「UpdraftPlus Backups」 
をクリック

２｜ 
「復元」をクリック

３｜ 
戻したいバックアップの 
日付を確認して、 
「復元」をクリック

あまり望ましくはないですが、サイトに万が一のことがあった場合、 
バックアップを復元して、元のサイトに戻します。今回はその手順を 
解説します。
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５　バックアップを復元する②
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４｜ 
復元する項目にチェックを入れて、 
（基本は全部チェックでOK） 
「復元」をクリック

５｜ 
左図のメッセージが出たら、 
再度「復元」をクリック 

復元が始まったら、 
画面を閉じたりなど絶体にしないこと！ 

６｜ 
完了すれば、左図のメッセージが出る


